
 



史上初の試み、「ガラスの風炉」を共同制作  
 

アート・ビオトープ那須の「ガラス工房公開制作」では、グラフイックデザイナーの麹谷宏先生とア

ート・ビオトープ那須・ガラス工房顧問の高橋禎彦先生をお迎えして、2011 年に開催する「六志会

二期倶楽部ガラスとワインの茶会」で使用する風炉と茶碗を制作していただきました。 
 

初日の 7 月 31 日は、金銀色の雲母の箔を散らした透明なガラスを用いて、風炉の側面部分を制

作しました。木型を砂に押し付けて一つずつ制作した型に、高橋先生が金のように輝くオレンジ色

に溶けたガラスを流し込みます。同時に麹谷先生が箔を撒き、スタッフが即座にバーナーで形を

整えながら、砂を振り掛け、表面に表情を付け、ようやく一つのパーツが完成します。 
 

翌 8 月 1 日は、通常の透明なガラスではなく、カレットという割れたガラスを溶かして意図的に気泡

を生じさせたものを素材に用いて、同様に風炉のパーツを制作しました。これらは 終仕上げされ

た後、栃木県足利市の丸信金属工業で特別に制作された銅製の台座に組み込まれ、おそらくは

史上初の試みであると思われる、「ガラスの風炉」として完成される予定です。 
 

風炉の側面部分の制作終了後は、壷内の透明のガラスを掻き出し、グリーンのワインボトルを溶

かして翌日のガラス茶碗の制作準備を行いました。ガラスを入れ替える作業は難しく、しかも壺の

状態が良くなかったこともあり、今回の作業が成功するかどうかはスタッフにとって大きなチャレン

ジでしたが、無事に成功することができました。 
 

材料のワインボトルは、麹谷先生の秘蔵コレクション、二期倶楽部のレストラン「ラ・プリーズ」と「ガ

ーデンレストラン」などから、ロマネ・コンティをはじめとする数々の銘酒の瓶が集められました。濃

い緑色から黄緑色に近いものまで、さまざまな色合いのワインボトルが炉の中で一つに混じり合

い、木々の緑を思わせるような深い色合いのガラスとなりました。 



 



「ガラスとワインの茶会」でのお披露目を楽しみに  
 

ワインと茶の湯の双方に精通された麹谷先生のユニークな発想、その大胆な試みをかなえる高橋

先生のガラスの匠の技。このふたつの個性の出会いが、今回の公開制作の大きな見どころとなり

ました。ヨーロッパのワインボトルが溶解炉のなかで溶かされ、混じり合い、日本の茶道で使用さ

れるグリーンの厚手の茶碗へと生まれ変わる。もしも千利休がその存在を知っていたなら、きっと

茶席に取り上げたに違いない、ガラスという素材の魅力を改めて感じさせてくれました。 
 

 

 



 



 


